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Takashima  City  Public  Relations

　８月21日（土）、22日（日）の２日間、藤樹の里文化芸術
会館でびわこ全国青少年演劇祭が行われ、市内からは演劇集団つ
ばめと高島高校演劇部の２団体が出場しました。高島市での青少
年演劇祭も５回目とあって「子どもたちが頑張る姿に魅せられて
毎年来ています。」という声も聞かれるなど、熱い舞台に多くの
声援が送られました。（青少年育成室）

びわこ全国青少年演劇祭
（写真…演劇集団つばめ）

青少年の輝く姿を間近で
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特
集

琶
湖
の
水
害
か
ら
農
民
と
田
畑
を

救
え
！
」

　

ひ
と
り
の
男
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

江
戸
後
期
に
あ
っ
て
、
親
・
子
・
孫
の
３

代
、
50
年
に
わ
た
り
、
全
財
産
と
命
を
か
け

て
苦
闘
し
、
つ
い
に
は
江
戸
幕
府
を
も
動
か

し
、
琵
琶
湖
の
増
水
害
か
ら
農
民
の
生
命
、

そ
し
て
田
畑
を
守
り
、飢
え
か
ら
救
う
べ
く
、

瀬
田
川
の
川
浚ざ
ら

え
に
全
身
全
霊
を
打
ち
込
ん

で
挑
ん
だ
〝
藤
本
太
郎
兵
衛
〞。

　
「
琵
琶
湖
治
水
の
物
語
」
高
島
市
誕
生
５

周
年
記
念
市
民
劇
は
市
民
に
よ
る
手
作
り
の

大
作
で
す
。

　

迫
真
の
芝
居
と
群
読
（
コ
ロ
ス
）、
勇
壮

な
太
鼓
が
響
き
渡
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

観
る
人
を
圧
倒
し
、
舞
台
に
引
き
込
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
の
高
島
に
は
、
こ
ん
な
壮
大
な

事
業
に
取
り
組
み
、
命
を
削
っ
て
成
し
遂
げ

た
先
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
、
舞
台
か
ら
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
舞
台
」「
出
演
者
」
そ
し
て
「
観
客
」。

こ
の
３
つ
が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
演

劇
は
成
り
立
ち
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
観
覧
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

地域の明日を夢見て・・・市民劇第　弾は

本
一
と
い
わ
れ
る
琵
琶
湖
辺
に

立
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
大
き

さ
と
向
き
合
っ
た
。
そ
し
て
、
瞑め

い
も
く目

し
、
遠

い
昔
を
想
像
し
た
。

　

降
り
続
く
雨
が
、
見
え
る
。
増
水
す
る
琵

琶
湖
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
周
辺
の
田
ん
ぼ

に
浸
水
し
て
い
く
様
子
が
見
え
る
。
生
育
し

た
稲
が
あ
ふ
れ
た
湖
水
に
も
て
あ
そ
ば
れ
、

や
が
て
は
腐ふ

し
ょ
く蝕

し
て
い
く
。農
民
が
見
え
る
。

琵
琶
湖
を
見
つ
め
る
そ
の
目
に
は
悲
し
み
と

自
然
に
対
す
る
畏い

ふ怖
と
繰
り
返
さ
れ
る
悲
劇

へ
の
怒
り
が
あ
ふ
れ
て
い
る
…
…
。

　

目
を
あ
け
る
と
目
前
の
琵
琶
湖
は
波
を
立

て
、
降
り
注
ぐ
陽
の
光
を
跳
ね
返
し
、
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。
か
つ
て
湖
辺
２
０
０

か
村
の
田
に
襲
い
か
か
り
、
幾
多
の
農
民
を

絶
望
の
ど
ん
底
に
落
と
し
こ
ん
だ
、
な
ど
と

い
う
歴
史
は
す
っ
か
り
忘
れ
果
て
た
か
の
よ

う
に
輝
い
て
い
る
。

　

今
回
は
、
か
つ
て
琵
琶
湖
は
人
間
に
何
を

し
た
か
。
そ
し
て
、
そ
の
琵
琶
湖
に
向
か
っ

て
人
間
は
何
を
し
た
か
…
…
。そ
れ
を
描
き
、

上
演
す
る
。
そ
し
て
「
郷
土
に
生
き
る
」「
郷

土
を
つ
く
る
」
と
い
う
永
遠
の
テ
ー
マ
を
み

ん
な
で
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
客
席
に
座
っ

て
い
た
だ
く
ま
ち
の
人
た
ち
を
熱
く
巻
き
込

み
な
が
ら
…
…
。

「琵琶湖治水の物語」
  脚本・演出

▲出演者・関係者の皆さん

▲

稽
古
の
様
子

大峰　順二さん 足立　清勝 さん
市民劇２０１０上演実行委員会
実行委員長

琵
「

日

市
で
は
「
文
化
で
高
島
市
を
つ
な
ぐ
」
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
３
月
に
市
民
文
化
の

祭
典
と
し
て
開
催
し
た
「
高
島
市
さ
と
や
ま
劇
場
」

を
皮
切
り
に
、
平
成
18
年
か
ら
「
び
わ
こ
全
国
青
少

年
演
劇
祭
」
を
毎
年
開
催
。
平
成
20
年
に
は
藤
樹
先

生
生
誕
４
０
０
年
祭
の
一
環
と
し
て
市
民
劇
「
藤
の

樹
と
風
と
―
中
江
藤
樹
物
語
―
」
を
上
演
。
さ
ら
に

同
年
、
２
回
目
と
な
る
「
高
島
市
さ
と
や
ま
劇
場
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
高
島

市
が
誇
る
「
文
化
」
と
「
人
」
を
舞
台
で
つ
な
ぐ
と

い
う
、
新
し
い
文
化
創
造
へ
の
挑
戦
で
す
。

・

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

（
３
２
）
２
４
６
１

今
回
、
中
江
藤
樹
物
語
に
続
く
市
民
劇
第
２
弾
と

し
て
舞
台
化
す
る
の
は
、
深
溝
村
（
新
旭
町
深
溝
）

の
「
藤
本
太
郎
兵
衛
」
で
す
。
親
子
孫
の
３
代
に
わ

た
っ
て
、
琵
琶
湖
の
水
害
を
克
服
し
よ
う
と
、
瀬
田

川
の
川
ざ
ら
え
実
現
に
挑
ん
だ
江
戸
時
代
の
庄
屋
で

す
。当

時
、
雨
が
降
り
続
く
と
琵
琶
湖
の
水
は
ふ
く
れ

あ
が
り
、
背
丈
ほ
ど
に
も
な
っ
て
村
々
へ
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
水み
ず
こ込
み
」
と
言
い
ま
す
。
水
込

み
に
な
る
と
、
田
畑
は
水
に
つ
か
り
、
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
水
害
を
な
く
す
た
め
に

は
、
琵
琶
湖

唯
一
の
水
の

落
ち
口
、
瀬

田
川
の
土
砂

を
取
り
除

き
、
水
の
流

れ
を
よ
く
す

る
し
か
な

い
。「
瀬
田

川
の
川
ざ
ら

え
」。
こ
れ

を
実
現
す
る

た
め
に
は
、

琵
琶
湖
周
辺

２
０
０
の

村
々
の
同
意

を
す
べ
て
得

た
上
、
自
前

芝居・群読・太鼓のコラボは観る人を圧倒。市民手作りの大作にかつて琵琶湖は人に何をしたか、人は琵琶湖に何をしたかを描く

主　催／びわこ高島えんげきのまちプロジェクト
　　　　実行委員会・高島市・高島市教育委員会
主　管／市民劇２０１０上演実行委員会
助　成／財団法人地域創造

２

「
文
化
」
と
「
人
」
を
舞
台
で
つ
な
ぐ

「
郷
土
を
守
り
た
い
」
そ
の
一
心
で
、
数
々
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
時
間
と
闘
い
、
川
ざ
ら
え
を
実
現

し
た
藤
本
太
郎
兵
衛
。
そ
の
親
子
孫
３
代
に
わ
た
る

苦
闘
を
、
30
人
以
上
の
迫
力
満
点
の
朗
読
と
、
勇
壮

な
太
鼓
の
共
演
に
よ
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
ま

す
。
市
民
劇
「
琵
琶
湖
治
水
の
物
語
」。
高
島
市
の

歴
史
に
確
か
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
舞
台
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
劇
第
２
弾
は

　

藤
本
太
郎
兵
衛
の
功
績
を
舞
台
化

朗
読
と
勇
壮
な
太
鼓
の
共
演

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
壮
大
な
舞
台

11
月
27
日

11
月
28
日

（
土
）
18
時
開
演

（
日
）
14
時
開
演

日 

時

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

場 

所
一　
　
　

般　

１
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

料 

金
・
全
席
自
由

・
未
就
学
児
入
場
不
可

・
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
事
前
申
込
制
。
11
月

　
　

21
日
締
切
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

・
各
回
４
５
０
席
限
定

そ
の
他

・
高
島
市
民
会
館
・
藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

・
ガ
リ
バ
ー
ホ
ー
ル
・
や
ま
び
こ
館

・
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

・
中
江
藤
樹
記
念
館

・
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
新
旭
公
民
館
・
安
曇
川
公
民
館

【
販
売
所
】 

★
チ
ケ
ッ
ト
は
９
月
26
日
販
売
開
始 

！

　

土
・
日 

別
チ
ケ
ッ
ト

実行委員長メッセージ脚本・演出メッセージ

の
費
用
で
工
事
を
行
う
と
い

う
こ
と
が
条
件
で
し
た
。
藤

本
太
郎
兵
衛
は
川
ざ
ら
え
を

実
現
す
る
た
め
、
川
ざ
ら
え

嘆
願
の
代
表
者
と
し
て
、
幕

府
と
の
交
渉
に
あ
た
り
ま

す
。
農
民
の
暮
ら
し
を
救
い

た
い
一
心
で
、
太
郎
兵
衛
は

交
渉
を
続
け
ま
す
が
、
幕
府

か
ら
は
い
い
返
事
が
返
っ
て

き
ま
せ
ん
。
や
が
て
高
齢
に

な
っ
た
太
郎
兵
衛
は
、
息
子

に
代
表
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
粘
り
強
い

交
渉
が
続
き
ま
す
が
、
幕
府
の
動
き
は
遅
く
、
許
可

が
出
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
と
本
格
的
な
川

ざ
ら
え
が
実
現
す
る
の
は
孫
の
代
、
50
年
も
の
月
日

が
流
れ
た
後
で
し
た
。
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乗
っ
て
増
や
そ
う

　

湖
西
線
の
ダ
イ
ヤ

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
湖
西
線
運
行
ダ
イ
ヤ
の

充
実
や
強
風
対
策
、
駅
エ
レ
ベ
ー
タ

の
設
置
な
ど
駅
施
設
な
ど
の
改
善
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
㈱
に
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、利
用
客
が
伸
び
悩
む
中
、

運
行
本
数
を
増
や
し
た
り
、
駅
施
設

な
ど
の
改
善
は
厳
し
い
の
が
現
状
で

す
。
ダ
イ
ヤ
の
充
実
や
駅
施
設
な
ど

の
改
善
に
つ
い
て
は
、
各
駅
で
の
切

符
な
ど
の
売
り
上
げ
が
大
き
く
評
価

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
で
き
る
限
り
市
内
の
駅
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ほ
ん
の
小
さ

な
積
み
重
ね
が
湖
西
線
を
よ
り
利
用

し
や
す
い
鉄
道
に
す
る
た
め
の
力
に

な
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
焼
却
や
、
穴
を
掘
っ
て
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と

も
野
焼
き
と
同
じ
で
す
。
各
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
は
野
焼
き
せ
ず
、
市
指

定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

違反した場合は・・・
廃棄物を違法に焼却した場合は、５年以下の懲役また
は１,000万円以下の罰金またはその両方が課せられま
す。
（「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第 25 条第１項第
15 号）

例外として・・・
野焼き禁止の例外とされる行為は次のとおりです。
○風俗習慣上、または宗教上の行事を行うために必要な
焼却
　　例）どんど焼きなどの地域行事
○病害虫駆除のための焼却など、農業、林業を営むうえ
で行われる焼却
　　例）畦焼き、土手の焼却など
○たき火、その他の日常生活を営むうえで通常行われる
焼却であって軽微なもの
　　例）バーベキュー、落ち葉の焼却など

皆
さ
ん
の
利
用
が
、

湖
西
線
の
利
便
性
向
上

と
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
り
ま
す

交通対策課　  （22）0058

・通勤や通学、出張、お買い物などに
は電車を利用しましょう。
・市内の駅で便利な往復切符を購入し
ましょう。
・市内の駅で定期券や回数券、特急券
を購入しましょう。
・ＩＣＯＣＡカードへのチャージ（入
金）は市内の駅で行いましょう実 施 項 目 実 施 内 容 区 分 効果額等成果 備　　　　　　考

事 務 事 業
の 見 直 し

環境マネジメント (TES) ① 経費削減 △272万円 電気・灯油使用量の削減

事務機器導入経費 ① 経費削減 △8万円 印刷機１台・コピー機２台の年間リ
ース料

公共施設見直し 施設の譲渡・廃止・転用 ① 経費削減 △62万円 市内施設　廃止４施設・譲渡１施設・
他目的へ転用１施設による効果

補助金の見直し 補助金の削減 ① 経費削減 △1,787万円 削減率　前年対比△2.3％

民間委託の拡大 民間への業務委託 ① 経費削減 △474万円 インフルエンザ受付事務委託
動物死骸処理業務委託

滞納金の徴収 滞納金の徴収 ② 増　　収  + 1 億 6,145万円 市税・使用料・学校給食費負担金

遊休財産の売却 遊休財産 (土地 ) の売却 ② 増　　収 + 3,735万円 売却面積 3,238.06㎡

新 た な 財
源 の 確 保 広告料 ② 増　　収 + 77万円 「広報たかしま」・ホームページ・封筒・今津スタジアム広告料

財政の健全化
公債費繰上償還 ① 経費削減 △1億3,590万円 繰上償還に係る利息分

負担金の見直し ① 経費削減 △265万円 国・県等への各種負担金

公 立 高 島
総 合 病 院
の 健 全 化

経営の健全化 ② 増　　収 + 9,474万円 入院収益

人員の適正配置 ① 経費削減 △89万円 看護助手の適正な人員配置

適正な定員管理
職員数の適正化にむけた
取り組み ① 経費削減 △2億8,948万円 差引２６人の人件費

時間外勤務の縮減 ① 経費削減 △919万円 職員手当の縮減

市民との協働
市民協働交流センターの
運営委託 ③ 経費増加 917万円 3年間で自立した運営を目指すため

の運営委託料

文化ホール協働事業 ① 経費削減 △748万円 ホール運営事業費等

※　効果額「△」・・・経費が削減できたもの。　効果額「＋」・・・増収が図れたもの。
　　1万円未満は四捨五入し、端数処理は行っておりませんので、あらかじめご了承ください。

行革の効果額  約７億５千万円
高島市経営改革プラン【第２期】中間実施結果
　市では、平成18年度から３年間実施した経営改革プラン【第１期】の実績を踏まえ、平成21年度か
ら23年度までの３年間を計画期間とした経営改革プラン【第２期】を定め、引き続き行財政改革を推進
しています。
　経営改革プラン【第２期】の１年目となる21年度の実施結果（成果）については、経費削減や収入増
加等によって約７億５千万円の効果額となりました。
　項目別に次のとおり取りまとめましたのでお知らせいたします。

高島市経営改革プラン【第２期】実施結果（平成21年度効果額）
経費を削減できた額 ４億７，１６１万円・・・①
収入の増加を図れた額 ２億９，４３１万円・・・②
経費の増加した額 ９１７万円・・・③
合　計　（①＋②－③） ７億５，６７５万円

経営改革課
　 （25）8000
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夏目さん 八田さん 岡本さん 田邊さん

　地域づくりのために交付される（財）
自治総合センターの「平成22年度コ
ミュニティ助成金」を受け、北浜区防
災対策会（今津地域）では消防ポンプ
等を、村井区（朽木地域）では和太鼓・
三味線・音響機器を、藤江区（安曇川
地域）では公園遊具を整備されました。
　この事業はコミュニティの健全な発
展を図るとともに宝くじの普及広報活
動を行うもので、コミュニティ活動に
必要な施設または設備の整備に関する
事業に助成されます。
　 市民活動支援課
　　 （25）8526

　８月 22日（日）、ひこね市文化プラザ行われた「平成
22年度滋賀県体育指導委員研修会」で、本委員会から４人
（現役２人・退任２人）が表彰を受けました。
　 
　体育指導委員特別功労者表彰　夏目　正樹（安曇川町）
　体育指導委員功労者表彰　　　八田　重憲（マキノ町）
   　　　　　　　　　　　　　　岡本　里子（マキノ町）
　　　　　　　　　　　　　　　田邊栄美子（安曇川町）

・高島市体育指導委員会　定例会議　（月１回）
・高島市体育指導委員研修会　　　　（11月14日）　　
・湖西ブロック体育指導委員研修会　（12月５日）
・各地域運動会等のスポーツイベントの企画・運営
・各地域体育振興会等のスポーツ関係団体との連絡調整　他

●
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宝くじの収益が
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熱心な活動認められ４人に県表彰

平成22年度の主な活動予定

高島市における刑法犯認知件数累計
（平成22年１月～７月）

罪 種 H22 H21 増減

凶

悪

犯

殺 人 0 0 0
強 盗 1 0 1
放 火 0 0 0
強 姦 0 0 0

粗

暴

犯

凶器準備行為 0 0 0
暴 行 4 0 4
傷 害 7 1 6
脅 迫 0 1 ▲ 1
恐 喝 2 1 1

窃
盗
犯

侵 入 盗 14 17 ▲ 3
そ の 他 153 128 25

乗 物 盗 47 64 ▲ 17
知
能
犯

詐 欺 7 6 1
そ の 他 1 1 0

風
俗
犯

賭 博 0 0 0
強制わいせつ 0 0 0
そ の 他 1 0 1
住 居 侵 入 9 8 1
器 物 破 損 23 26 ▲ 3
そ の 他 7 13 ▲ 6

総 数 229 202 27

　７月末で警察が発生を認知した事件の件数（刑法認知件数）は２２９件で、そのうち47件が乗物盗です。
乗物盗の多くは自転車盗で、近江今津駅・新旭駅・安曇川駅等の駐輪場で多発しています。被害に遭わない
ために、次のことに心がけましょう。

「みんなでつくろう安心の街」

１０月１１日（月）～２０日（水）は
全国地域安全運動実施期間

市内での自転車盗をなくそう！

住宅侵入窃盗が発生しています！

万引きを、しない、させない！

《被害に遭わないためのポイント》

①まずは「鍵かけ」
　ちょっとでも自転車から離れる時は、面倒くさがら
ずに必ず鍵をかけましょう。

②そして「ツーロック」
　もう１つ違う鍵を取り付けることで、盗難を困難に
させるとともに犯行を断念させる効果があります。

③万一のための「防犯登録」
　防犯登録は法律で義務づけられています。盗難防止
と万一盗難に遭った場合に発見しやすくするために、
必ず登録をしましょう。（防犯登録は自転車販売店で登
録することができます。）

　昼間はアラームが鳴り、夜にはライトが光る「アラーム
付きセンサーライト」で侵入者を撃退しましょう。
　また、鍵を２つにするなど、防犯グッズを有効的に活用
しましょう。

《泥棒が嫌がる家は・・・》
・侵入するのに時間がかかる家
・近づいたらアラームが鳴りやまない家
・近づくとライトが光り、犯行が見えてしまう家　です。

　万引きは、泥棒です。窃盗罪で10年以下の懲役または
50万円以下の罰金という重い罪です。
　万引きをしてしまったら、「謝罪すれば・・・」「お金を
支払えば・・・」で済む問題ではありません。家庭やお店
などで、万引きをさせない環境を徹底的につくりましょう。

高島市防犯自治会事務局
　・高島警察署生活安全課　 （22）0110
　・高島市役所総合防災課　 （25）8133

地域安全ニュース

たかしま
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　脳性マヒという体に障がいがある女の子が、普
通学校の中で体験したいろんな愛や喜び、悲しみ、
苦しみを綴った物語「愛の中で・・・」。
　この本は平成４年に新旭町在住の多胡暁美さん
が書かれた作品です。18年たった今、多胡さん
が視覚障がい者の友人や病床にある恩師に届けた
いという想いから、地元ボランティアの方々の協
力により音声となりました。市内各図書館にもＣ
Ｄとカセットテ－プが寄贈され、ご利用いただけ
ます。（図書館）

▼▼日時日時　７月28日（水）～29日（木）　７月28日（水）～29日（木）
　　　　　※30日予備日　　　　　※30日予備日
▼▼場所場所　県内各会場　県内各会場

【団体の部】【団体の部】
○○陸上競技陸上競技
　男女総合３位　 今津中学校　男女総合３位　 今津中学校
　女子総合２位　 今津中学校　女子総合２位　 今津中学校
○○ソフトテニスソフトテニス
　男子２位　安曇川中学校　男子２位　安曇川中学校
○○ボートボート
　男子３位　今津中学校　男子３位　今津中学校
　女子３位　今津中学校　女子３位　今津中学校

【個人の部】【個人の部】
○○陸上競技陸上競技
　　男子100m男子100m
　　１位　岡田康聖（湖西中）　　１位　岡田康聖（湖西中）
　　４位　長内健博（湖西中）　　４位　長内健博（湖西中）
　　男子800m男子800m
　　１位　松宮悠起（安曇川中）　　１位　松宮悠起（安曇川中）
　　男子110mハードル男子110mハードル
　　１位　松井　偉（今津中）　　１位　松井　偉（今津中）
　　２位　八木孝憲（安曇川中）　　２位　八木孝憲（安曇川中）
　　男子走り高跳び男子走り高跳び
　　２位　前田裕樹（今津中）　　２位　前田裕樹（今津中）
　　砲丸投げ砲丸投げ
　　４位　安原　司（安曇川中）　　４位　安原　司（安曇川中）
　　男子円盤投げ男子円盤投げ
　　３位　大島海吏（安曇川中）　　３位　大島海吏（安曇川中）
　　女子100m女子100m
　　２位　奥村　鮎（今津中）　　２位　奥村　鮎（今津中）
　　女子1500m女子1500m
　　１位　堀田百恵（今津中）　　１位　堀田百恵（今津中）
　　女子100mハードル女子100mハードル
　　４位　吉里綾華（今津中）　　４位　吉里綾華（今津中）
　　女子低学年4×100mリレー女子低学年4×100mリレー
　　１位　文野礼菜・奥村　鮎・河原田萌・　　１位　文野礼菜・奥村　鮎・河原田萌・
　　　　　吉里沙栄（今津中）　　　　　吉里沙栄（今津中）
　　女子走り幅跳び女子走り幅跳び
　　２位　渕田有美（安曇川中）　　２位　渕田有美（安曇川中）
　　女子円盤投げ女子円盤投げ
　　１位　田中里美（今津中）　　１位　田中里美（今津中）

　平成22年度夏季総体および記録会等において、優秀な成績（県ベスト４以上）を
収められた市内の小・中学生の皆さんをご紹介します。（敬称略）

▼▼日時日時　７月24日（土）～25日（日）　７月24日（土）～25日（日）
▼▼場所場所　長良川国際レガッタコース　長良川国際レガッタコース

○ボート○ボート
　女子舵手付クオドルプル　女子舵手付クオドルプル
　　６位　片淵華練・大村千瑛・越智礼佳・　　６位　片淵華練・大村千瑛・越智礼佳・
　　　　　伊藤杏菜・伊藤舞羽（今津中）　　　　　伊藤杏菜・伊藤舞羽（今津中）
　女子ダブルスカル　女子ダブルスカル
　　９位　三谷亜衣・木下実香（今津中）　　９位　三谷亜衣・木下実香（今津中）

○水泳競技○水泳競技
　男子50m自由形　男子50m自由形
　　１位　西川　翔（高島中）　　１位　西川　翔（高島中）
　男子100m自由形　男子100m自由形
　　３位　内田弦大（高島中）　　３位　内田弦大（高島中）
　男子200m自由形　男子200m自由形
　　４位　中村優也（安曇川中）　　４位　中村優也（安曇川中）
　男子400m自由形　男子400m自由形
　　４位　中村海渡（高島中）　　４位　中村海渡（高島中）
　男子100mバタフライ　男子100mバタフライ
　　４位　小西祥平（高島中）　　４位　小西祥平（高島中）
　男子200mバタフライ　男子200mバタフライ
　　３位　小西祥平（高島中）　　３位　小西祥平（高島中）
　男子400m個人メドレー　男子400m個人メドレー
　　４位　内田有貴（高島中）　　４位　内田有貴（高島中）
　女子100mバタフライ　女子100mバタフライ
　　１位　平松花菜（高島中）　　１位　平松花菜（高島中）
　女子200mバタフライ　女子200mバタフライ
　　２位　平松花菜（高島中）　　２位　平松花菜（高島中）
○ソフトテニス（男子）○ソフトテニス（男子）
　　２位　伊場勝星・奥村拓磨（安曇川中）　　２位　伊場勝星・奥村拓磨（安曇川中）
○柔道男子○柔道男子
　　３位　田中直樹（朽木中）　　３位　田中直樹（朽木中）
○ボート○ボート
　男子舵手付クオドルプル　男子舵手付クオドルプル
　　３位　古谷一真・小林光二・一色　将・　　３位　古谷一真・小林光二・一色　将・
　　　　　大谷健仁・宮脇康誠（今津中）　　　　　大谷健仁・宮脇康誠（今津中）
　男子シングルスカル　男子シングルスカル
　　３位　川崎凌也（今津中）　　３位　川崎凌也（今津中）
　女子舵手付クオドルプル　女子舵手付クオドルプル
　　２位　片淵華練・牟田優菜・伊藤杏菜・　　２位　片淵華練・牟田優菜・伊藤杏菜・
　　　　　越智礼佳・伊藤舞羽（今津中）　　　　　越智礼佳・伊藤舞羽（今津中）
　女子ダブルスカル　女子ダブルスカル
　　３位　三谷亜衣・木下実香（今津中）　　３位　三谷亜衣・木下実香（今津中）

▼日時　８月５日（木）
▼場所　彦根陸上競技場

○陸上競技
　男子走り幅跳び　
　　１位　松井　湊（今津東小）
　男子ソフトボール投げ
　　２位　竹村　航（マキノ西小）

▼日時　７月30日（金）
▼場所　彦根総合運動場スイミングセンター

○水泳
　男子50m自由形
　　４位　工藤拓実（今津東小）
　100m自由形
　　４位　池田直人（マキノ西小）
　男子50m平泳ぎ
　　２位　宮本拓馬（新旭北小）
　女子200mリレー
　　４位　澤村真央・谷あかね・山森陽日・
　　　　　渕田奈瑠美（青柳小）

第20回 滋賀県小学校水泳記録会

第30回 全日本中学選手権競漕大会

第63回 滋賀県中学校夏季総合体育大会
　 兼　 滋賀県県民体育大会（中学の部）

第20回 滋賀県小学校陸上記録会

　８月22日（日）に京都府福知山市総合体育館
で開催された「第65回国民体育大会銃剣道競技
近畿ブロック大会・団体戦の部」で、安曇川高等
学校が見事優勝に輝きました。（市民スポーツ課）

【団体戦の部】（敬称略）
　　優勝　安曇川高等学校
　　　　　先鋒　宮内　英至
　　　　　中堅　宮内　　駿
　　　　　大将　平田　悠朗

　元新旭町議会議員の故 藤本速雄氏の生前の地
方自治振興の功績に対し、国から勲章（旭日単光
章）が授与されることになり、９月１日に滋賀県
高島環境・総合事務所長からご家族に勲章と勲記
が手渡されました。
　故 藤本速雄氏は、新旭町議会議員を３期12年
務められ、地方自治の発展のためにご尽力されま
した。（行政課）

音訳された
「愛の中で ･･･」を
ご寄贈いただきました

安曇川高校が、銃剣道
近畿大会で優勝！

夏季総体等で市内小中学生大活躍！ 故藤本速雄氏に勲章
が授与されました
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市長の手帳

福
祉
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
事
業
補
助

事業を紹介

未来への種

高
島
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
設
立
を
支
援

　国道１６１号は、当市にとって
の大動脈であり、近畿や北陸との
経済・産業・文化の交流には欠く
ことの出来ない基幹道路です。　
　平成７年に地域高規格道路（琵
琶湖西縦貫道）と指定され、以降、
バイパス等の整備が進められてき
ています。現在は、西大津バイパ
スの４車線化や小松拡幅を含む志
賀バイパスの２期整備、湖北バイ
パス第４工区の整備が進
行中です。
　しかし、市内の安曇川
地区の区間については一
向に事業化されず、唯一、
県道・市道との平面交差
が残ることから交通事故
が多発し、死亡事故も発
生しています。
　また、週末の午後にお

高島の生命線
「国道１６１号バイパス」　の早期
完全整備をめざします！！

ける恒常的な渋滞に加え、夏場の
水泳シーズンや冬のスキーシーズ
ンには、それを上回る渋滞で悩ま
されているのが現状です。
　こうした状況を早期に改善する
ことにより時間的距離を縮め、人
の交流や物の流通を増進させるこ
とにより、高島地域の活力あるま
ちづくりを更に進めることができ
ます。また、防災面からも、琵琶

湖西部における地震発生確率が高
いことから、災害時の緊急輸送を
確保することができます。　
　高島市の生命線ともいえる国道
１６１号バイパスの早期完全整備
を実現させるため、この度、国土
交通省副大臣ならびに民主党副幹
事長に面会し、要望活動を行いま
した。
　
　市民の皆さんの大切な命を守
り、より安全に、そして安心して
暮らしていただけるように、今後
も繰り返し、力強く要望活動に取
り組んでまいります。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
高
齢

者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
な
ど

精
神
上
の
障
が
い
に
よ
っ
て
、
判
断
能

力
の
十
分
で
な
い
方
が
一
方
的
に
自
分

に
不
利
な
契
約
を
結
ば
な
い
よ
う
に
、

一
定
の
決
め
ら
れ
た
人
が
、
本
人
の
不

十
分
な
判
断
能
力
を
補
い
、
保
護
す
る

制
度
で
す
。

　

市
内
に
は
身
寄
り
の
な
い
方
な
ど
の

成
年
後
見
制
度
の
受
け
皿
が
な
く
、
市

外
の
機
関
に
成
年
後
見
人
等
を
お
願
い

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と
し
て
行
う

「
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
運
営
事
業
に
対
し
、
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

高
島
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
22
年
８
月
に
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
・
医
療
機
関
・

福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
行
政

等
の
関
係
機
関
が
参
画
し
て
運
営
委
員

会
を
組
織
し
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
島
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
後
、
広
く
一
般
市
民
の

方
に
対
し
て
、
成
年
後
見
制
度
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
・
啓
発
活

動
や
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
課　

（
２
５
）
８
１
２
０

▼
日　

時　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場　

所　

新
旭
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　

　
　
「
自あ

な
た分

の
明
日
を
託
せ
る
人
は

　
　
　

だ
れ
で
す
か
？

　
　
　

〜
成
年
後
見
制
度
を
考
え
る
〜
」

▼
内　

容　

　

○
基
調
講
演

　
　
「
成
年
後
見
制
度
の
賢
い
利
用
方
法
」

　

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
「
高
島
市
の
成
年
後
見
制
度
を
考
え
る
」

高
島
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲ 高島市成年後見サポートセンター
　【第1回運営委員会】の様子

★私へのお手紙は、お返事させて
いただきますので、必ずお名前と
住所をお書きくださいますようお
願いします。

　８月28日・29日の２日間、高島市で第
59回滋賀県青年大会が開催され、県内各地か
ら７１７人の青年が集まりました。高島市から
は、２３７人が出場し、練習の成果を十二分に
発揮し、体育の部・文化の部・総合の部すべて
優勝という素晴らしい成績を収められました。
大会翌日、市役所に結果報告に来られた高島選
手団長の古川彩子さんは「史上初の主管地での
三冠達成という素晴らしい結果が得られたこの
ときに、団長という立場にいられたことを大変
誇りに思います」と興奮冷めやらぬ様子で語っ
てくれました。
　11月に東京で行われる全国青年大会への切
符を手にされたのは、次の方々です。

　（青少年育成室）

【体育の部】（以下敬称略）
　バレーボール女子：奏
　バスケットボール女子：ピボッツ
　卓球（個人女子）：兵藤渚
　柔道（個人）：佐倉佑弥
　剣道（団体男子）：菖蒲会
　剣道（個人男子）：清水健吾
　ボウリング（女子）：高島市Ａ
　ボウリング（混合）：高島市Ａ
　フットサル：Ｍｒ . ＴＩＲＥＤ
【文化の部】
　演劇：劇団ＥＸＰＲＥＳＳ
　郷土芸能・創作芸能：朽木太鼓
　意見発表：吉里仁臣
　美術展（写真）：坂井田智宏
　生活文化展（室内装飾品）：住友智香子
　生活文化展（日常生活用具）：桂田孝太

たかしま青年大活躍
主管地三冠達成！

　９月25日から10月５日にかけて千葉県内
で開催されている第65回国民体育大会 ゆめ
半島国体に高島市から７競技26人が選手や役
員として出場されます。（市民スポーツ課）

○セーリング（以下敬称略）
　　伊勢田　愛（パイレーツハーバー）

○ボート
　　墨友　里菜（龍谷大４年）※今津中学出身
　　村上　悠介（高島高３年）
　　小堀　尚樹（高島高３年）
　　飯古　祐勝（高島高３年）
　　藤原　伸次（高島高３年）
　　久保　良輔（高島高３年）
　　岡本　匡由（高島高２年）

○ウエイトリフティング
　　堀内　康晴（安曇川高教諭）
　　西村　圭陽（安曇川高３年）
　　中村　友昭（安曇川高２年）
　　真鍋　武偉（安曇川高２年）

○陸上競技
　　清水　陽介（高島高３年）
　　保木　翔太（高島高３年）
　　斉藤希望花（高島高３年）
　　枝　　聖香（高島高２年）
　　堀田　百恵（今津中３年）

○クレー射撃
　　小川太賀司（小川農園）

○銃剣道
　　足立　健児（陸上自衛隊）
　　魚住　隆之（陸上自衛隊）
　　小野　建治（陸上自衛隊）
　　小林　久眞（日本興亜損害保険㈱）
　　宮内　　駿（安曇川高３年）
　　宮内　英至（安曇川高１年）
　　平田　悠朗（安曇川高１年）

○高校野球
　　吉田　健吾（北大津高３年）
　　　　　　　 ※安曇川中学出身

ゆめ半島千葉国体で
の活躍期待

国土交通省への要望活動
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生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

も
脱
げ
な
い　

暑
い
暑
い
な　

冬
よ
来
い 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

よ
し
き
り
が　

さ
え
ず
り
遊
ぶ　

田
の
跡
地 

川
尻　

耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

亡
き
母
が　

残
さ
れ
し
服
の　

香
り
嗅
ぐ 

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

年
令
忘
れ　

古
い
鐘
の　

曇
り
拭
く 

鈴
木　

京
子
（
安
・
藤
江
）

車
か
ら　

タ
バ
コ
を
ポ
イ
と　

赤
い
爪 

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

電
線
に　

つ
ば
め
の
親
子　

ピ
イ
チ
ク
パ
ー 

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

野
良
着
ほ
す　

母
の
か
た
み
の　

こ
ん
が
す
り 

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

梅
雨
の
夜
に　

稲
妻
光
り　

部
屋
に
坐
し 

山
本　

節
子
（
朽
・
雲
洞
谷
）

話
し
合
う　

気
の
合
う
仲
間　

の
ん
び
り
と 

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

梅
干
し
や　

干
す
日
見
上
げ
る　

空
模
様 

萬
木　

梢
枝
（
安
・
横
江
浜
）

今
の
時じ

き代　

無
料
の
チ
ラ
シ　

目
が
止
ま
り 

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

暑
す
ぎ
て　

太
陽
に
ら
み　

く
ら
く
ら
し 

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

よ
う
や
く
と　

後
期
高
齢　

な
れ
ま
し
た 

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

ペ
ー
ロ
ン
の　

勇
声
湖
国
に　

猛
暑
呼
ぶ 

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

て
の
ひ
ら
に　

ひ
と
し
ず
く
落
つ　

梅
雨
の
夢 

山
本　

美
智
子
（
マ
・
新
保
）

亡
き
母
の　

写
真
に
む
か
い　

語
り
か
け 

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

花
回
廊　

匂
い
の
広
場　

夢
心
地 

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

捨
て
切
れ
ず　

ま
た
元
に
戻
す　

秋
夜
長 

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

燃
え
る
秋　

色
鮮
や
か
き　

永
源
寺 

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

バ
テ
気
味
の　

我
が
身
を
守
る　

酷
暑
か
な 

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

鏡
見
て　

私
昔
に　

帰
り
た
い 

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

立
秋
や　

そ
の
日
の
気
温　

35
度 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

立
秋
の　

声
を
聞
き
つ
つ　

い
わ
し
雲 

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

こ
の
暑
さ　

野
菜
も
花
も　

の
ど
か
わ
く 

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

リ
ハ
ビ
リ
で
、
痛
み
耐
え
て
の　

口
へ
の
字 

寺
尾　

輝
代
（
新
・
北
畑
）

デ
ジ
タ
ル
の　

リ
モ
コ
ン
操
作
で　

脳
ト
レ
ー 

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

〝
た
だ
い
ま
〞
と　

帰
り
つ
く
ま
で　

気
を
ぬ
く
な
!! 

山
田　

久
江
（
高
・
勝
野
）

燕
の
子　

親
は
何い
ず
こ処
へ　

待
ち
わ
び
て 

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

個
人
事
業
者
は

リ
ー
ス
契
約
に
気
を
つ
け
て
！

　

契
約
を
す
る
際
は
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う
の
み
に

せ
ず
、
契
約
書
を
よ
く
読
み
、
複
数
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
と
る
な
ど
リ
ー
ス
契
約
の
内
容
、
月
額
お
よ
び
総

額
リ
ー
ス
料
、
リ
ー
ス
期
間
な
ど
を
よ
く
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
十
分
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
一
見
、
事
業
者
名
で
契
約
を
行
っ
て
い
て

も
、
事
業
用
と
い
う
よ
り
も
主
に
家
庭
で
の
利
用
が
中

心
の
場
合
は
、
消
費
者
の
契
約
と
み
な
さ
れ
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
節
電
器
や
電
光
看
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
な
ど
の
リ
ー
ス
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
よ
う
な
事
業
用
の
た
め
に
な
さ
れ
た
契
約
は

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
が
営
業
す
る
店
に
、
営
業
マ
ン

が
訪
ね
て
き
た
。「
光
回
線
を
使
っ
た

電
話
に
す
る
と
電
話
代
が
安
く
な
る
」

と
勧
め
ら
れ
電
話
機
の
リ
ー
ス
契
約
を

し
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
る
と
長
期

に
渡
る
高
額
な
契
約
な
の
で
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
を
し
た
い
。

＜事　例＞

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ｂ
類
」

　
　
　
　

っ
て
ど
ん
な
も
の
？

燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ｂ
類
は
、環
境
セ
ン
タ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
施
設
で
破
砕
選
別
し
て
、

金
属
類
は
資
源
と
な
り
ま
す
。
燃
え
る
部
分
は
ご
み
処
理
施
設
で
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
Ａ
類
と
Ｂ
類
に
分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
Ｂ
類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
小
型
金
属
類
（
ス
プ
レ
ー
缶
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
は
さ
み
、
な
べ
な
ど
）

・
小
型
電
気
製
品
類
（
ア
イ
ロ
ン
、ド
ラ
イ
ヤ
ー
、ゲ
ー
ム
機
、電
気
コ
ー
ド
な
ど
）

・
栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
キ
ャ
ッ
プ
（
金
属
製
）

・
傘
（
燃
え
る
部
分
が
取
り
外
せ
た
ら
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。）

● 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ｂ
類

注 意

次
の
も
の
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
飲
食
用
の
缶

資
源
ご
み

▼
平
成
21
年
度　

年
間
収
集
量　

２
９
４
．
６
８
ｔ
（
総
ご
み
量
に
対
す
る
割
合　

１
．
５
％
）

★
コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な
い
大
型
の
も
の
は
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持

　

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾

　

燥
機
）、
パ
ソ
コ
ン
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
（
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
も

　

で
き
ま
せ
ん
）。

※
ス
プ
レ
ー
缶
は
使
い
切
っ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
風
通
し
の
良
い  

　

と
こ
ろ
で
穴
を
あ
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
食
用
缶
の
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
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消防総務課　 （22）1234

▼
日　

時　

11
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜
正
午

▼
場　

所　

し
ん
あ
さ
ひ
風
車
村　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ら
べ
の
森

▼
対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無　

料

▼
内　

容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

親
子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　

風
車
村
、
わ
ら
べ
の
森
散
策

　
　
　
　
　

交
流

▼
持
ち
物　

お
茶
・
お
や
つ
・
レ
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　

シ
ー
ト
・
ミ
ル
ク
な
ど
必
要

　
　
　
　
　

と
思
わ
れ
る
も
の

▼
申
込
期
間　

10
月
15
日
（
金
）
ま
で

〜 

わ
ら
べ
の
森
で
遊
び
ま
し
ょ
う 

〜

・

　

各
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

マ
キ
ノ　

（
２
７
）
８
１
８
７

　
　

今　

津　

（
２
２
）
４
８
３
３

　
　

朽　

木　

（
３
８
）
２
０
７
０

　
　

安
曇
川　

（
３
３
）
１
５
４
０

　
　

高　

島　

（
３
６
）
０
６
６
０

　
　

新　

旭　

（
２
５
）
３
３
９
９

　

市
内
各
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
合
同
で
行
う
事

業
と
し
て
、
今
年
も
ミ
ニ
遠
足
を
行
い
ま
す
。
の
ん
び
り

し
た
秋
の
ひ
と
と
き
を
子
育
て
中
の
仲
間
と
と
も
に
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

その⑬
＜まずは落ち着こう＞
　子どもにしつけを行うとき、多くの親にとって
一番難しいのは、落ち着きを維持することのよう
です。ときに子どもは、皮肉的、傲慢、反抗的、
残酷になって、親を驚かせ、そして怒らせます。
そのような子どもと向き合うために、親は自分自
身の落ち着きを維持する方法を学ばなければなり
ません。

「出典：神戸少年の町版コモンセンスペアレンティングトレーニング・
マニュアル普及版（野口啓示著）　＜作・イラスト＞のぐちふみこ氏（神
戸少年の町保育士）」

子育てに疲れていませんか
　ひとりで悩まないで、いつでもお電話ください。

子ども家庭相談課　 （25）8517
　または市内各保健センター
滋賀県中央子ども家庭相談センター
　 077（562）1121

相談先

（　）内は年累計

建物火災／2（8）
林野火災／0（0）

火災 救急 救助 件数件数月月のの88

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

車 両 火 災／0（2）
その他火災／0（6）

交通事故／35（150）
急　　病／145（984）

火　　災／1（8）
水難事故／0（1）

交通事故／3（15）
そ の 他／1（11）

（注）【救急】　その他=火災+労働災害+運動競技+
　　　　　　 　　　　  加害 +自損行為+転院搬送等
（注）【救助】　その他=自然災害+機械事故+
　　　　　　   　　　　建物事故+ガス事故+爆発等

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 157件 135件 22件

死　　者　　数 3人 0人 3人

傷　　者　　数 211人 176人 35人

発生場所
マキノ   22
今　津   38
朽　木     3
安曇川   38
高　島   27
新　旭   29

●発生状況（累計）

追　突　39件（24.8％）
出合頭　57件（36.3％）

事故の形態

47件（29.9％）

高齢者（６５歳以上）の事故

●交通事故の特徴

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況 （平成22年８月末現在）（平成22年８月末現在）

一般負傷／37（241）
そ の 他／30（209）

秋
は
登
山
シ
ー
ズ
ン
。

　

万
全
の
準
備
で
遭
難
対
策
を

　

秋
に
は
、
毎
年
多
く
の
登
山
者
が
入
山
さ
れ
ま
す
が
、
安
易
な
気
持
ち
で

入
山
し
遭
難
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
然
を
相
手
に
す
る
登
山

は
、
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
っ
て
も
、
常
に
危
険
が
つ
き
も
の
で
す
。
小
さ
な
油
断

や
準
備
不
足
、
過
信
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
島
警
察
署　

（
２
２
）
０
１
１
０

　

通
信
連
絡
方
法
を
確
保
し
、

万
一
の
時
は
た
め
ら
わ
ず
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
山
箱
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

滋
賀
県
警
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
登
山
箱
」
を
開
設
し
、
誰

も
が
簡
単
に
登
山
届
を
提
出
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

★
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

★
24
時
間
受
付
で
き
ま
す
。

　

滋
賀
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

滋
賀
県
警
察
の
広
場

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
山
箱

アクセス先

　

単
独
登
山
は
絶
対
に
避
け
、
グ

ル
ー
プ
で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
遭
難
者
46
人
中
34
人

（
74
％
）
が
40
歳
以
上
の
中
高
年

登
山
者
で
し
た
。
体
力
、
技
術
の

過
信
は
禁
物
で
す
。
自
分
の
体
力

に
見
合
っ
た
登
山
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

登
山
さ
れ
る
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
天
気
予
報
等
で
天
候
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

登
山
計
画
書
、
登
山
届
を
必
ず

提
出
す
る
と
と
も
に
、

家
族
や
勤
務
先
等

に
登
山
コ
ー
ス
、

日
程
等
を
伝
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

充
分
な
装
備
と
万
全
な
体
調
に

心
が
け
、
冷
静
、
沈
着
に
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。

　

登
山
届
は
、
あ
な
た
自

身
を
守
る
「
も
う
一
つ
の

ザ
イ
ル
」
で
す
。
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
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が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
治
る
可
能
性
も
高
い
病

気
で
す
。
し
か
し
、
初
期
症
状
は
、
日
常

生
活
の
中
で
は
気
づ
き
に
く
い
も
の
で

す
。

　

高
島
市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
乳
が

ん
検
診
17
％
程
度
、
胃
が
ん
検
診
は
７
％

程
度
と
低
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

10
月
は
「
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成

に
向
け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
で

す
。

　

今
こ
そ
、
自
分
自
身
、
そ
し
て
ご
家
族

の
た
め
に
も
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
が
ん
検
診
の
日
程
等
、詳
し
く
は『
た

か
し
ま
健
康
だ
よ
り
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
『
が
ん
検
診　

愛
す
る
家
族
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

贈
り
も
の
』

健
康
推
進
課

　

（
２
５
）
８
０
７
８

　

浄
化
槽
は
使
い
方
を
誤
っ
た
り
、
適
切

な
管
理
を
行
わ
な
い
と
放
流
水
の
水
質
が

悪
化
し
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。
浄
化
槽

の
適
正
使
用
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
法
定
検
査
》

　

年
１
回
の
検
査
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
か
ど
う
か
判

断
し
た
り
、
浄
化
槽
か
ら
の
処
理
水
の
水

質
を
検
査
し
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

（
※
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
対
象
に

効
率
化
検
査
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。）

《
保
守
点
検
》

　

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
お
り
、
実
施
回

数
は
浄
化
槽
の
種
類
や
規
模
で
異
な
り
ま

す
。（
通
常
年
３
〜
４
回
）

　

汚
水
が
適
正
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
、
槽

内
の
微
生
物
の
管
理
、
装
置
の
点
検
お
よ

び
調
整
、
消
毒
剤
の
補
充
を
行
い
ま
す
。

保
守
点
検
は
、
県
の
登
録
業
者
に
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。

《
清
掃
》

　

最
低
年
に
１
回
の
実
施
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
内
の
処
理
で
た
ま
っ
た
汚
泥
や

異
物
の
除
去
、
装
置
・
機
械
の
洗
浄
な
ど

を
行
い
ま
す
。

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
は
、
高
島
市
に

登
録
さ
れ
た
指
定
工
事
店
の
責
任
技
術
者

が
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

▼
試
験
日
時

　
　

２
月
17
日
（
木
）
14
時
か
ら　

　

▼
試
験
会
場

立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
（
草
津
市
野
路
東
１
ー

１
ー

１
）

　

▼
受
付
期
間

　
　

10
月
25
日
（
月
）
〜
11
月
12
日
（
金
）

　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

▼
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
場
所

　
　

下
水
道
課
（
高
島
市
役
所
別
館
１
階
）

下
水
道
課

　

（
２
２
）
９
０
１
１

　

財
団
法
人 

滋
賀
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　

０
７
７
（
５
６
５
）
０
２
１
６

　

近
畿
２
府
４
県
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
１
日
の
動
き
を
お
聞
き
す
る

「
近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
（
近
畿
圏
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
）」
が
10
月
か
ら
11

月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
交

通
計
画
、
防
災
計
画
、
環
境
改
善
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
土
交
通
省
・
滋
賀
県

が
協
力
し
て
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
ご
家

庭
へ
、
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

▼
調
査
対
象

高
島
市
内
に
お
住
ま
い
の
世
帯
の
中

か
ら
無
作
為
に
抽
出

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　

責
任
技
術
者
試
験

　

▼
調
査
方
法

対
象
の
ご
家
庭
に
調
査
票
を
郵
送

し
、
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
。

　

▼
調
査
内
容

平
日
、
休
日
の
あ
る
１
日
の
、「
滞

在
場
所
や
活
動
・
目
的
、
移
動
手
段
」

な
ど

　

▼
調
査
主
体　

　
　

国
土
交
通
省
・
滋
賀
県

都
市
計
画
課　

（
２
２
）
０
９
０
４

　

高
島
市
斎
場
の
、
１
号
・
２
号
火
葬
炉

の
修
繕
お
よ
び
３
号
炉
大
型
化
工
事
が
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
斎
場
の
利
用
回
数
を

も
と
の
５
回
に
戻
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３

号
炉
の
大
型
化
工
事
に
よ
り
、
幅
や
長
さ

の
大
き
な
棺
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

▼
斎
場
利
用
時
間

　
　

①
11
時
〜

　
　

②
12
時
〜

　
　

③
13
時
30
分
〜

　
　

④
14
時
30
分
〜

　
　

⑤
16
時
30
分
〜

　
　

※
斎
場
利
用
時
間
の
う
ち
３
号
炉
利

　
　
　

用
時
間

　
　
　

①
11
時
〜　

　
　
　

④
14
時
30
分
〜

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
17
時

　

▼
場　

所　

集
合
場
所
は
安
曇
川
公
民
館
で
、
鴨

稲
荷
山
古
墳
、
田
中
王
塚
古
墳
な
ど

を
見
学
し
ま
す
。

　

▼
定　

員　

 
 

50
人
（
先
着
順
）

　

▼
参
加
費　

　
　

１
０
０
円
（
資
料
代
込
）

　

▼
解　

説　

　
　

水
谷　

千
秋
さ
ん　

ほ
か

　

▼
申
込
方
法

　
　

電
話

※
コ
ー
ス
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

文
化
財
課　

　

（
３
２
）
４
４
６
７

【
高
島
市
長
と
語
る
会
パ
ー
ト
６

　
　

未
来
の
高
島
市
は
女
性
の
声
か
ら
】

　

女
性
の
立
場
か
ら
声
を
出
し
合
い
「
住

み
よ
い
高
島
市
・
魅
力
あ
る
高
島
市
」
を

目
指
し
て
、
今
年
も
市
長
を
囲
ん
で
語
り

合
う
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
話
し
合

い
ま
せ
ん
か
。
男
性
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
17
日
（
日
）

 
 
 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
公
民
館

　

▼
対　

象　

　
　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
き
ら
っ
と
輝
く
女
性
の
た
め
の
講
座
】

　

市
民
の
方
々
を
対
象
に
「
き
ら
っ
と
輝

く
女
性
の
た
め
の
講
座
」
を
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

《
第
１
講
》

　

▼
日　

時

　
　

11
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時

　

▼
場　

所　

　
　

や
ま
び
こ
館
（
朽
木
市
場
）

　

　

▼
テ
ー
マ　

悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に

　

▼
講　

師　

　
　

高
島
市
消
費
生
活
相
談
員

　

▼
定　

員

　
　

50
人

《
第
２
講
》

　

▼
日　

時

　
　

11
月
18
日
（
木
）
９
時
〜
16
時

　

▼
場　

所　

　
　

デ
ィ
リ
パ
滋
賀
（
草
津
市
）

　

▼
テ
ー
マ　

魚
介
と
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
…
お
も

て
な
し
松
花
堂

　

▼
講　

師　

　
　

大
阪
ガ
ス　

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

▼
定　

員

　
　

16
人

《
第
３
講
》

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
13
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

　

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
公
民
館

　

▼
テ
ー
マ　

環
境
と
福
祉
の
融
合
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
」

　

▼
講　

師　

　
　

社
会
福
祉
法
人　

い
し
づ
み
会

　
　
　
　
　
　

所
長　

藤
井　

里
香
氏

　

▼
定　

員

　
　

40
人

継
体
天
皇
関
連
遺
跡
等
の

　

現
地
学
習
会

高
島
市
女
性
の
会
連
絡
協
議
会

　

事
業
参
加
者
募
集

受
け
ま
し
た
か
？　

　
　
　
　

が
ん
検
診
！

10
月
１
日
は

　

「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

斎
場
火
葬
炉
の
工
事
完
了
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▼
主　

催　

　
　

高
島
市
女
性
の
会
連
絡
協
議
会

　

女
性
の
皆
さ
ん
。
楽
し
い
事
業
を
一
緒

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
共
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
会
員

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・

社
会
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
５
７

　
「
日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
」
と
し
て
名

高
く
、
樹
齢
70
年
を
数
え
る
海
津
大
崎
の

桜
並
木
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
地
元
の

方
々
を
中
心
に
地
域
内
外
の
方
が
会
員
と

な
っ
て
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」

を
結
成
し
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
美
し
い
景
観
を
後
世
に
継
承
し
て

い
く
た
め
、
次
の
活
動
を
実
施
し
ま
す
の

で
会
員
の
方
は
も
と
よ
り
、
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
下
草
刈
り
》

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
24
日
（
日
）　

９
時

　

▼
集
合
場
所

　
　

マ
キ
ノ
町
海
津
地
先
（
旦
過
公
園
）

※
草
刈
機
や
カ
マ
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

《
施
肥
お
よ
び
苔
取
り
》

　

▼
日
時　

 
 

11
月
７
日
（
日
）　

９
時

　

▼
集
合
場
所

　
　

マ
キ
ノ
町
海
津
地
先
（
旦
過
公
園
）

　

当
日
の
７
時
に
、
雨
・
風
・
雷
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
決
行
し

ま
す
。

美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会

　
　
　
　

代
表
事
務
局
（
マ
キ
ノ
支
所
）

　

（
２
７
）
１
１
２
１

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
自
分
だ
け
の
陶
器

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？　

陶
芸
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
。お
皿
、

お
茶
碗
、
マ
イ
カ
ッ
プ
、
人
形
な
ど
な
ん

で
も
Ｏ
Ｋ
。

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
31
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

　

▼
場　

所　

　
　

新
旭
公
民
館
作
陶
室

　

▼
対
象
者　

　
　

小
学
生
以
上

　

▼
定　

員　

 
 

40
人
（
申
込
順
）

　

▼
費　

用

　
　

３
０
０
円
／
１
個

　

▼
申
込
締
切

　
　

10
月
15
日
（
金
）

　

▼
申
込
方
法

　
　

電
話

新
旭
公
民
館　

（
２
５
）
８
1
０
０

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
31
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

　

▼
場　

所　

　
　

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

▼
内　

容

　
　

特
別
講
演
「
文
献
史
学
か
ら
見
た
継

　
　
　
　
　
　
　

体
天
皇
の
即
位
事
情
」

　
　
　
　
　
　
　
　

塚
口 

義
信
さ
ん

　
　
　

 

（
堺
女
子
短
期
大
学 

名
誉
学
長
）

　
　

講
演
Ⅰ
「
鴨
稲
荷
山
古
墳
と
継
体

　
　
　
　
　
　
　

大
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋 

克
壽
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 　
（
花
園
大
学 

教
授
）

　
　

講
演
Ⅱ
「
考
古
学
か
ら
見
た
継
体

　
　
　
　
　
　
　

支
援
勢
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　

中
司 

照
世
さ
ん

　
　

 

（
元
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー 

所
長
）

　
　

講
演
Ⅲ
「
坂
田
・
野
洲
の
古
墳
と

　
　
　
　
　
　
　

継
体
大
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　

辻
川 

哲
朗
さ
ん

　
　

 

（
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会 

主
任
）

　
　

解　
　

説
「
高
島
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　

ム　

こ
れ
ま
で
の
論
点

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷 

千
秋
さ
ん

　
　
　
　
（
堺
女
子
短
期
大
学 

准
教
授
）

　
　

公
開
討
論
会

　
　
　

司　
　
　

会　

水
谷　

千
秋
さ
ん

　
　
　

パ
ネ
リ
ス
ト　

塚
口　

義
信
さ
ん
・
高
橋 

克

壽
さ
ん
・
中
司 

照
世
さ
ん
・

辻
川 

哲
朗
さ
ん

　
　
　
　

宮
﨑　

雅
充（
文
化
財
課　

主
任
）

　

▼
定　

員　

　
　

４
０
０
人
（
先
着
順
）

　

▼
参
加
費　

　
　

５
０
０
円
（
資
料
代
込
）

　

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

・

文
化
財
課　

　

（
３
２
）
４
４
６
７

　

（
３
２
）
３
５
６
８

　

bunkazai@
city.takashim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shiga.jp

　

交
通
安
全
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
地
道

な
活
動
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
交
通

事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
意
識

の
高
揚
と
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
功
労
者
へ
の
顕
彰
を
行
う
た
め
に
交
通

安
全
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

高
島
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
継
体
天
皇 

千
五
百
年
の
謎
〜

　

継
体
の
生
誕
地
・
高
島
か
ら
探
る
〜
」

み
ん
な
で
楽
し
む
陶
芸
体
験
教
室

　

▼
日　

時　

10
月
24
日
（
日
）

 
 
 
 
 
 
 

13
時
30
分
〜
15
時
40
分

　

▼
場　

所　

ガ
リ
バ
ー
ホ
ー
ル

　

▼
内　

容　
　

　
　

第
１
部　

交
通
安
全
記
念
式
典

・
各
種
功
労
者
表
彰

　
　

第
２
部　

交
通
安
全
コ
ン
サ
ー
ト

・
安
曇
川
高
校
吹
奏
学
部

・
滋
賀
県
警
察
音
楽
隊

そ
の
他

・
交
通
安
全
子
ど
も
の
〝
え
〞
作
品

展
表
彰

・
白
バ
イ
隊
と
の
記
念
撮
影
会
（
雨

天
中
止
）

　

▼
入
場
料　

無
料

〝
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
た
か
し
ま
〞交
通
安
全

　

推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
（
土
木
交
通
部
交
通
対
策
課
内
）

　

（
２
２
）
０
０
５
８

　

各
学
部
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
本
校
の
児
童
・
生
徒

を
は
じ
め
、
市
内
作
業
所
や
施
設
、
交
流

校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
展
示
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
販
売
活
動
も
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
時　

 
 

10
月
30
日
（
土
）
９
時
40
分
〜

　

▼
場
所　

新
旭
養
護
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　

お
よ
び
１
階
教
室

　

▼
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示

新
旭
養
護
学
校　

（
２
５
）６
８
１
０

【
地
区
別
行
政
相
談
所
】

　

国
・
県
・
市
が
行
う
行
政
に
関
わ
る
相

談
を
、３
人
の
行
政
相
談
員
が
お
受
け
し
、

問
題
解
決
に
向
け
関
係
行
政
機
関
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

▼
日　

時　

 
 

10
月
６
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
　
　
（
受
付　

13
時
〜
15
時
）

　

▼
場　

所

　
　

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
２
階
会
議
室

【
高
島
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
】

　

関
係
団
体
の
担
当
者
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

▼
関
係
団
体
お
よ
び
相
談
内
容

　
　
　

大
津
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　

…
土
地
登
記
関
係

　
　
　

高
島
環
境
・
総
合
事
務
所
、
高
島

　
　
　

土
木
事
務
所　

　
　
　
　
　
　

…
県
の
行
政
全
般

　
　
　

高　

島　

市

　
　
　
　
　
　

…
高
島
市
の
行
政
全
般

　
　
　

滋
賀
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

…
地
デ
ジ
関
係

　
　
　

滋
賀
県
司
法
書
士
会

…
登
記
、
相
続
、
多
重
債

務
、
成
年
後
見
等

　
　
　

滋
賀
県
行
政
書
士
会

…
遺
言
書
、
遺
産
分
割
協

議
書
等
の
書
き
方
等

　
　
　

滋
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　
　
　
　
　
　

…
労
働
社
会
保
険
関
係

　
　
　

税
理
士

　
　
　
　
　
　

…
税
金
関
係

　
　
　

行
政
相
談
委
員（
総
務
大
臣
委
嘱
）

　
　
　
　
　
　

…
国
の
行
政
全
般

　
　
　

滋
賀
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　
　
　

…
国
の
行
政
全
般

　

▼
日　

時　

　
　

10
月
22
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
　
　
（
受
付　

13
時
〜
15
時
）

　

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
公
民
館　

カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー

　
　

ム
Ａ
・
Ｂ

　

な
お
、
地
区
別
行
政
相
談
所
・
高
島
行

政
な
ん
で
も
相
談
所
で
の
ご
相
談
は
無

料
・
予
約
不
要
・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

滋
賀
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　

０
７
７
（
５
２
３
）
１
９
２
６

　

高
島
市
役
所　

生
活
相
談
課

　

（
２
５
）
８
１
２
５

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
や
い
じ
め

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
人

権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時

　
　

10
月
13
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

　

▼
場　

所

　
　

高
島
市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
に
関
す
る

悩
み
、
商
売
を
始
め
ら
れ
た
と
き
の
税
に

関
す
る
手
続
き
、
相
続
や
生
前
贈
与
に
か

か
る
税
金
の
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
高
島
市
内
の
税
理
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

▼
日　

時　

 
 

11
月
６
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

地
区
別
行
政
相
談
所
・

　

高
島
行
政
な
ん
で
も
相
談
所

無
料
税
務
相
談
会

特
設
人
権

な
ん
で
も
相
談
所
を
開
き
ま
す

高
島
交
通
安
全
市
民
大
会
を

　

開
催
し
ま
す

「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」

保
全
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
滋
賀 

教
育
の
日
」
協
賛
事
業

　

第
14
回
新
旭
養
護
学
校
文
化
祭
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i
　

▼
そ
の
他　

　
　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　

予
約
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
回
先
着
６
人
）

・

今
津
納
税
協
会

　

（
２
２
）
３
７
３
３

　

滋
賀
県
行
政
書
士
会
高
島
支
部
の
メ
ン

バ
ー
が
、
行
政
に
関
す
る
手
続
関
係
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

遺
言
、
相
続
の
手
続
き
・
各
種
許
認
可

申
請
の
行
政
手
続
き
相
談
な
ど
暮
ら
し
と

役
所
の
諸
手
続
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。

　

相
談
内
容
な
ど
の
個
人
情
報
は
、
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、
予
約
は
不
要
で

す
の
で
、
安
心
し
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時

　
　

10
月
17
日
（
日
）
９
時
〜
正
午

　

▼
場　

所

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
行
政
書
士
会
高
島
支
部
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 ８月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

第
８
回
定
例
会
報
告

８
月
25
日
開
催

　

平
成
20
年
３
月
に
学
習
指
導
要
領

が
、
次
の
内
容
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
の
共
有

②
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得

③
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
④
確
か
な
学
力
を
確
立
す
る
た
め
に
必

要
な
授
業
時
数
の
確
保

⑤
学
習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習
慣
の
確

立
⑥
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育
成
の

た
め
の
指
導
の
充
実

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、
小
学
校

が
平
成
23
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成

24
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。
今

年
度
は
、
文
部
科
学
省
の
検
定
を
受
け

た
教
科
書
の
中
か
ら
ど
の
教
科
書
を
小

学
校
で
使
用
す
る
か
を
決
め
る
（
採
択

す
る
）
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
中
学

校
は
来
年
度
に
採
択
）

　

各
公
立
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の

採
択
は
、
市
町
村
や
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
が
行
い
ま
す
の
で
、
市
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者
等

か
ら
な
る
教
科
書
選
定
委
員
会
を
設
置

し
、
さ
ら
に
、
教
職
員
の
中
か
ら
調
査

研
究
員
を
任
命
し
て
、
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
各
教
科
書
の
調
査
・
研
究
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
教
科
書

選
定
委
員
会
か
ら
答
申
が
あ
り
、
第
８

回
定
例
会
で
審
議
を
行
い
、
来
年
度
か

ら
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

現
在
、採
択
対
象
と
し
た
教
科
書
は
、

今
津
図
書
館
と
教
育
研
究
所
（
安
曇
川

支
所
２
階
）
で
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

▼
議　

事

・
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定
委

員
会
設
置
要
綱
案

・
平
成
23
年
度
に
小
学
校
に
お
い
て
使

用
す
る
教
科
用
図
書
お
よ
び
小
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
に
お
い
て
使
用

す
る
学
校
教
育
法
附
則
第
９
条
に
規

定
す
る
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い

て
（
関
連
記
事
を
下
に
掲
載
）

・
平
成
21
年
度
社
会
教
育
事
業
に
つ
い

て
・
平
成
22
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

・
マ
キ
ノ
地
域
の
適
正
な
学
校
規
模
検

討
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
・
夏
季
小
中
学
校
運
動
競
技
大
会
等
の

結
果
に
つ
い
て

・
市
立
幼
児
園
・
小
学
校
・
中
学
校
運

動
会
（
体
育
祭
）
に
つ
い
て

▼
主
な
協
議
・
報
告
事
項

小
学
校
教
科
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

来
年
度
か
ら

new!!

◎
小
学
校
学
習
指
導
要
領
と
は

　

小
学
校
が
、
各
教
科
で
教
え
る
内

容
を
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
基
づ

き
、
定
め
た
も
の
で
す
。

◎
現
行
の
学
習
指
導
要
領
と
の
違
い

　

現
行
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
よ
り
、
他
教
科
の
学
習
内
容

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
改
訂
で
は
、「
国

語
、
算
数
、
理
科
、
社
会
、
体
育
」

の
授
業
時
数
が
増
加
し
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
が
縮
減
さ
れ
る
な

ど
ゆ
と
り
で
も
詰
め
込
み
で
も
な

く
、
知
識
、
道
徳
、
体
力
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
力
（
生
き
る
力
）
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◎
新
し
い
教
科

　

五
・
六
年
生
に
「
外
国
語
活
動
」

の
教
科
（
週
１
回
）
が
新
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
の
実
施
に
先
が
け
て
、
平
成

21
年
９
月
か
ら
５
人
の
小
学
校
英
語

活
動
指
導
助
手
を
雇
用
し
、
週
１
回

の
外
国
語
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
英
語
を
通
し
て
、
児
童

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う

と
す
る
態
度
を
育
て
、
言
語
や
文
化

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
、
三
・
四
年
生

は
月
２
回
、
一
・
二
年
生
は
月
１
回

の
授
業
を
独
自
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
調
査
票
は
届
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

調査期日　10月１日

総務省統計局・高島市

調査員は、調査員証と
従事者用腕章を身に着
けています。国勢調査
をよそおった「かたり
調査」にご注意くださ
い。

　

調
査
票
は
、
一
緒
に
お
渡
し
す
る
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の
う

え
、
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
10
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）
に
か

け
て
調
査
員
が
訪
問
回
収
し
ま
す
。
調
査
票
を
調
査
書
類
収
納
封
筒
に
入
れ
、
封

を
し
て
調
査
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
統
計
課
統
計
室　

（
２
２
）
６
８
４
０

「
行
政
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」

　

開
設

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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介護、介護予防、健康、福祉、
高齢者虐待防止、権利擁護など
の相談をお受けしています。

マキノ
今　津
新　旭

朽　木
安曇川
高　島

北  部 地域包括支援センター
　　　　 今津保健センター内
　　　　 （22）0193

南  部 地域包括支援センター
　　安曇川ふれあいセンター１階
　　　　 （32）2520

５０

　おおむね65歳以上の方の介護予防教室です。
　どの会場でも参加できますので、お気軽にお越しください。
　▼時　間　10時～正午
　▼持ち物　お茶、タオル（「めざせ！健口長寿」は、歯ブラシ、
　　　　　　コップ、手鏡）
　 各保健センター

開 催 日 場　所 内　　容
10月 １ 日（金）今津保健センター 歌って元気 !  こころもはつらつ
10月15日（金）やすらぎ荘（新旭）

めざせ！健
けんこう

口長寿10月18日（月）安曇川保健センター
10月22日（金）今津保健センター
10月25日（月）高島保健センター 転ばぬ先の体力づくり

※申込みは不要です。

元気カレッジ　10 月の予定

認
知
症
の
方
や
介
護
家
族
を
地
域
で
支
え
る

　

家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
、
誰
し

も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。
そ
の
時
の
心
理
ス

テ
ッ
プ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
あ
ん
な
し
っ
か
り
し
て
い
た
人
が
ま
さ

か
・
・
・
」
と
今
ま
で
と
違
う
行
動
に
と
ま
ど

い
、
否
定
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
他
の
家
族

に
す
ら
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
悩
む
時
期
。

　

認
知
症
へ
の
理
解
の
不
十
分
さ
か
ら
ど
う
し

て
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
混
乱
し
、
さ
さ
い
な
こ

と
に
腹
を
立
て
た
り
叱
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、

精
神
的
・
身
体
的
に
疲
労
し
、
拒
絶
感
や
絶
望

感
に
陥
り
や
す
く
な
る
時
期
。

　

怒
っ
た
り
、
い
ら
い
ら
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
と
思
え
る
（
症
状
は
同
じ
で
も
介
護
者
に

と
っ
て
「
問
題
」
と
し
て
は
軽
く
思
え
る
こ
と

が
あ
る
。）

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
認
知
症
の

方
の
心
理
を
介
護
者
自
身
が
自
然
に
受
け
止
め

ら
れ
、
認
知
症
で
あ
る
ご
本
人
の
あ
る
が
ま
ま

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期
。

　

市
で
は
、
介
護
に
関
す
る
情
報
交
換
や
、
日

頃
の
つ
ら
い
思
い
や
愚
痴
を
参
加
者
同
士
で
語

り
合
い
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市

内
で
は
家
族
会
の
活
動
も
定
期
的
に
さ
れ
、
介

護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
方
も
介
護
者
も
穏
や
か
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護
者
は
医
療
や
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
上
手
く
利
用
し
な
が
ら
、
本
音
の

言
え
る
相
談
相
手
を
得
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
家
族
や
地
域
の
方
々
の
認
知
症
に
対
す
る
理

解
や
介
護
者
の
気
持
ち
の
理
解
・
介
護
へ
の
ね

ぎ
ら
い
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相
談
や
家
族
介
護

教
室
・
家
族
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
北

部
・
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　専門家を交えて介護に関する学習や、参加者
同士の交流を行っています。
▼時　間　11時～15時頃
▼内　容　みんなで介護について話しましょう
▼講　師　特別養護老人ホームやまゆりの里
　　　　　　　山﨑雅也　認知症専門指導士
▼参加費　昼食代（１，０００円程度）
▼申込方法　開催日前日までに各地域包括支援
　　　　　　センターまでお申込みください。

家族介護教室の 10 月の予定

開 催 日 場　所
10月 ５ 日（火） 高島保健センター
10月27日（水） 丸八百貨店（朽木）

家
に
帰
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
優
し
く
す
る

こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
。

日
頃
の
愚
痴
が
言
え

て
よ
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
思
い
を
自
分

一
人
が
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
。

介
護
す
る
上
で

の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
た
。

参加者の声

第
１
ス
テ
ッ
プ

と
ま
ど
い
・
否
定

第
２
ス
テ
ッ
プ

混
乱
・
怒
り
・
拒
絶

第
３
ス
テ
ッ
プ

割
り
切
り

第
４
ス
テ
ッ
プ

受
容

介
護
家
族
の
気
持
ち
を

　
　
　
　
　

理
解
し
ま
し
ょ
う

家
族
介
護
教
室
や
家
族
会
に

　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

献血にご協力ください！

　採血時間が１時間ほどかかりますが、必要な成分だけ抜き取り赤血球等は採血者に返されるため体の負担
が少なくすみます。各保健センターで予約してください。
　▼対　象　18 歳～ 69 歳　（40 歳以上の方で１年以内に心電図を撮っていない方と、初めての方はご協力いただ
　　　　　　　けません。）

　短時間でできる献血。予約不要。
　▼対　象　16 歳～ 69 歳
　　　　　　　（初めての方は 64歳まで）

日程 種類 会場 時間
10月15日（金） 成分 新旭保健センター 10時・11時・13時・14時
10月29日（金） 全血 高島保健センター 10 時～11時 30 分
10月29日（金） 全血 公立高島総合病院 13 時 30 分～15 時 30 分

成 分 献血

全 血 献血

地区 医療機関名 電　話 予約

マキノ マキノ駅前診療所 （28）8088 要
マキノ病院 （27）0099 要

今  津

今津病院 （22）2238 要
藤井医院 （22）5311 不要
安井医院 （22）2030 要
あいりんクリニック （22）1711 要
おかだ小児科医院 （22）8071 要
前川クリニック （22）2881 要
飯住医院（定期受診者のみ） （22）5033 要
けいこピュアクリニック （24）7000 要

新  旭

本多医院 （25）4123 要
藁園本多医院 （25）6591 要
澤村クリニック （25）5082 要
片岡クリニック （25）6373 要
湖西クリニック（かかりつけ患者のみ）（25）2539 要
まつもと整形外科（かかりつけ患者のみ）（25）8201 要

安曇川

氷室内科医院 （32）2112 要
土田医院 （32）3317 要
浮田医院 （32）3751 要
澤村医院 （32）3525 要
林田医院 （32）1600 不要
宮本整形外科クリニック （32）8039 要
東医院 （32）1331 要
多胡クリニック （34）0345 要

朽  木 朽木診療所（予約受付14時～16時） （38）2071 要

高  島
公立高島総合病院（予約受付14時～16時）（36）2299 要
小篠医院 （36）1511 要

▼医療機関一覧

対象者 接種回数 自己負担金
65 歳以上の高齢者および
60 歳以上 65 歳未満の方で
心臓、じん臓などの身体障
害１級の方

１回 1,000円

13 歳以上 65 歳未満 １回 3,600円

13 歳未満 ２回 １回目3,600円
２回目2,550円

65 歳未満で発熱などによ
り接種できなかった場合 １回につき 1,790円

▼対  象  者　高島市民
▼使用するワクチン
　従来の季節性（２価）と新型（１価）が同時に
接種でき、身体的（接種回数）・経済的負担が少
ない混合３価ワクチン。

▼接種費用

▼低所得者への助成
　生活保護世帯または市民税非課税世帯の方は、
事前申請により無料となります。詳しくはお問合
せください。

健康推進課　 （25）8078
　または各保健センター

混合３価ワクチン季節性 新型

＋

10月１日から

　インフルエンザにかかると、高齢者や基礎疾患のある方は肺炎を併発し重症化しやすく、また、
まれに幼児にはインフルエンザ脳症が起こることが報告されています。
　10月１日からインフルエンザの予防接種が始まりますので希望される方は表の医療機関へお申
込みください。なお、ワクチンの入荷時期により開始が遅れる事がありますのでご了承ください。
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公
立
高
島
総
合
病
院　

（
３
６
）
０
２
２
０（
代
）

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
に
よ
る

保
険
料
の
納
付
は
、
月
々
の
保
険
料
を

確
実
か
つ
円
滑
に
納
付
い
た
だ
く
た

め
、
原
則
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
理
由
の
場
合
に
は
、
現

金
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
資
格
を
喪
失
す
る
ま
で
の
期
間
の
保

　

険
料
を
前
納
す
る
場
合

（
加
入
す
る
年
度
内
に
納
付
月
数
が

40
年
を
迎
え
て
任
意
加
入
期
間
が
終

了
す
る
方
な
ど
）

②
預
金
口
座
を
持
っ
て
な
い
場
合

③
そ
の
他
口
座
振
替
が
で
き
な
い
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て

25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ご存知ですか？
国民年金の任意加入制度

国民年金に加入していない期間があるなど満額の年金を受
け取ることができない方が、任意で国民年金に加入するこ
とができる制度です。

　大津年金事務所では、相談のサービス向上のため「予
約制による年金相談」を次の日程で開催します。ぜひ
ご利用ください。
▼日　程　10月21日（木）
　　　　　安曇川ふれあいセンター（安曇川公民館）
▼年金相談時間　10時～16時
▼申込方法　平日の８時30分から17時までに、次
　　　　　　の予約専用電話でお申し込みください。
◎大津年金事務所　 077（521）1489
※この電話では予約以外のご用件はお受け出来ません。
※定員になり次第、締め切ります。

　

任
意
加
入
の
資
格
取
得
申
出
書
を
提

出
さ
れ
る
際
に
、『
口
座
振
替
申
出
書
』

も
し
く
は
『
口
座
振
替
が
で
き
な
い
旨

の
申
出
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
口
座
振
替
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
書
の

様
式
は
任
意
の
様
式
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

◎
詳
し
く
は
、
高
島
市
役
所
保
険
年
金

課
、
各
支
所
窓
口
ま
た
は
大
津
年
金
事

務
所
国
民
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
険
料
納
付
は

　
　
　

口
座
振
替
で

《
窓
口
で
の
手
続
き
》

市役所保険年金課　 （25）8137　大津年金事務所国民年金課　 077（521）1789 

い
ざ
と
い
う
時
の
救
急
箱

い
ざ
と
い
う
時
の
救
急
箱

定
期
的
に
中
身
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

定
期
的
に
中
身
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
ご
自
宅
の
救
急
箱
の
中
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
か
？　

怪
我
を
し

た
時
ば
ん
そ
う
こ
う
が
な
い
！　

薬
の
期
限
が
切
れ
て
い
る
！　

な
ど
と
い

う
事
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
ご
自
宅
の
救
急
箱
の
整
理
と
確
認
を
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
救
急
箱
に
貼
っ
て
お
く
と

中
身
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ
さ
い
。

薬の種類・用途 薬の名前、購入日などメモ
・消毒薬
・傷用薬（軟膏）
・虫さされ・湿疹用軟膏
・目薬
・風邪薬
・胃腸薬
・その他
・その他

　　救急用品
救急用品 購入日などメモ

・ばんそうこう
・ガーゼ
・ガーゼ止め用テープ
・包帯
・湿布
・その他

　　用　具
救急用具　※□にチェックをしてください

・ピンセット □ ・つめ切り □

・はさみ □ ・保冷枕（冷蔵庫に保存） □

・体温計 □ ・懐中電灯（ペンライト） □

・綿棒 □

　　お   薬

▼▼  

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
か
ら

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

  

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼▼  

眼
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

眼
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

コ
ン
タ
ク
ト
外
来
が
次
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

９９月月からから診療体制診療体制がが
変変わりましたわりました

第
２
・
４
週 

木 

曜
日

第
２
・
４
週 

水 

曜
日

瀧た
き  

治は
る
お夫  

歯
科
口
腔
外
科
常
勤
医
師

インフルエンザインフルエンザ予防予防５か５か条条
１
．
栄
養
と
休
養
を
十
分
取
る

　

体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で
感
染
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

２
．
人
ご
み
を
避
け
る

　

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

３
．
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

　

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
を
好
み
、
乾
燥
し
て
い

る
と
ウ
イ
ル
ス
が
長
時
間
空
気
中
を
漂
っ
て
い
ま

す
。
加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

４
．
外
出
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

　

手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、
う
が
い
は
の
ど

の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

５
．
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
か
ら
他
人
に
感
染
す
る
の

を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●公立高島総合病院
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平成22年8月末現在

●人　口

男
女

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）人

平成 22年 8月 6日から平成 22年 9月 5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

５３,９７４人（ ー７８）
５４,３３９人（ー４４３）

５３,８９６人

１９,６９１世帯

２６,２１４人
２７,６８２人

たかしま
の

人の動き

氏　名 性別 生年月日 ところ

 マ　キ　ノ

野　﨑　晃　弥 男 7月30日 石　庭

北　谷　詩　羽 女 8月  2日 高木浜

　川　温　心 女 8月19日 森　西

 今　　　津

下　垣　ふうり 女 7月27日 深清水

中　薮　愛　椛 女 8月  8 日 今　津

木　下　拓　実 男 8月  8 日 酒　波

野　﨑　　　禄 男 8月11日 大　供

七　黒　龍　馬 男 8月16日 大　供

お誕生おめでとう！（出生）

氏　名 性別 生年月日 ところ

谷　川　千　捺 女 8月18日 弘　川

 新　　　旭

川原林　淳　正 男 8月  3 日 饗　庭

竹　中　幸　心 男 8月  7 日 旭

川　越　友　絆 男 8月  8 日 旭

安　田　輝　真 男 8月  8 日 旭

足　立　咲　夏 女 8月12日 藁　園

梅　村　大　夢 男 8月16日 新　庄

小　島　颯　介 男 8月24日 安井川

青　井　海　斗 男 8月25日 旭

氏　名 性別 生年月日 ところ

 安　曇　川

早　藤　　　諄 男 7月31日 田　中

石　津　慧　弥 男 8月  2日 常磐木

秋　田　爽　巴 男 8月  8 日 下古賀

梅　村　海　龍 男 8月27日 四津川

手　嶋　虹　心 女 9月  1日 青　柳

 高　　　島

荒　木　皓　太 男 8月  2日 拝　戸

小　谷　一　心 男 8月11日 高　島

の ざ き

き た だ に

の ざ き

し ち く ろ

い し づ

あ き た

う め む ら

て し ま

あ ら き

は や ふ じ

かわらばやし

た け な か

か わ ご え

や す だ

あ だ ち

う め む ら

こ じ ま

た に が わ

し も が き

な か や ぶ

き の し た

こ う や

う た は

ろく

り ょ う ま

け い や

そ う は

か い り ゅ う

こ こ ろ

こ う た

まこと

じゅんしょう

こ う し ん

と も き

て る ま

さ な

た い む

そ う す け

ち な つ

ま な か

た く み

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ

大　 　智　子 女 76 辻

狩　野　信　之 男 79 下

唐　澤　すみ子 女 100 海　津

木　下　芳　子 女 75 下開田

鈴　鹿　き　み 女 91 下開田

竹　谷　　　昇 男 67 山　中

前　田　い　ま 女 98 沢

宮　島　芳　一 男 68 沢

  今　　　津

青　山　と　よ 女 88 弘　川

氏　名 性別 年齢 ところ

小　澤　幸　枝 女 90 深清水

岸　　　高　子 女 71 今　津

辻　　　弘　一 男 84 桂

　﨑　靜　子 女 96 今　津

  新　　　旭

山　崎　俊　子 女 50 熊野本

  安　曇　川

江　文　一　惠 女 74 南船木

熊　谷　文　子 女 75 常磐木

　内　　　榮 男 77 下小川

戸　次　孝　子 女 98 中　央

氏　名 性別 年齢 ところ

  高　　　島

大辻子　順　信 男 70 音　羽

澤　　　　　清 男 81 野　田

山　本　よしゑ 女 81 鴨

  朽　　　木

鎌　倉　　　昭 男 81 宮前坊

中　川　義　男  男 72 市　場

平　井　友　吉 男 88 大　野

南　辻　ふ　く 女 90 小　川

き の し た

か ら さ わ

か の

お お に し

す ず か

た け た に

ま え だ

み や じ ま

あ お や ま

よ し こ

の ぶ ゆ き

こ

と も こ

のぼる

よ し か ず

き し

お ざ わ

つ じ

み や ざ き

く ま が い

え ふ み

や ま ざ き

に し う ち

べ っ き

た か こ

ゆ き え

ひ ろ い ち

し ず こ

ふ み こ

か ず え

と し こ

さかえ

た か こ

お お づ し

さ わ

や ま も と

か ま く ら

な か が わ

ひ ら い

み な み つ じ

じ ゅ ん し ん

きよし

え

あきら

よ し お

と も き ち

項　目 期　別 納期限
 市・県　民　税（普通徴収）第３期

11月1日
 国民健康保険税（普通徴収）第７期
 介 護 保 険 料（普通徴収）第７期
 後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第４期

▼税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

納付のお知らせ10 月

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
　市県民税の特別徴収（年金からのお支払い）の皆さん
10月15日受け取りの年金から保険税（料）・市県民税が天引きされます。

■ 納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。

■ 口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。

お ち か わ は る な

あ お い か い と

こ た に い し ん
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　表紙は、びわこ全国青少年演劇祭の
１シーン。子どもたちの演じる芝居に
ぐいぐい引き込まれました。演劇には、
舞台ならではの臨場感が感じられると
いう魅力がありますね。今号の特集は
市民劇第２弾「琵琶湖治水の物語」。
江戸後期、琵琶湖の水害から農民や田
畑を救うため立ち上がった藤本太郎兵
衛の姿を描きます。今回は芝居・群
読・太鼓とのコラボをされるというこ
とで、どんな劇になるのかとても楽し
みです。　　　　　　（広報担当Ｓ）

　

新
旭
町
針
江
・
霜
降
は
、
安
曇
川
に

よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
扇せ

ん
じ
ょ
う
ち

状
地
の
中
央

部
に
位
置
す
る
集
落
で
、
周
辺
に
は
豊

富
な
湧わ

き
み
ず水
等
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
水
田

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
湧
水

を
利
用
し
た
独
持
の
生
活
が
営
ま
れ
る

と
と
も
に
、
集
落
・
河
川
・
水
田
・
ヨ

シ
帯
等
が
一
体
的
な
水
環
境
を
形
成
す

る
貴
重
な
地
域
で
あ
る
事
か
ら
、
平
成

22
年
８
月
５
日
『
高
島
市
針
江
・
霜
降

の
水
辺
景
観
』
と
し
て
市
内
で
２
つ
目

と
な
る
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

針
江
・
霜
降
地
区
に
は
、
針
江
大
川

や
小
池
川
な
ど
大
小
の
川
が
流
れ
て
い

て
、地
域
の
北
東
部
で
合
流
し
「
中
島
」

と
よ
ば
れ
る
内な

い
こ湖
に
流
れ
込
ん
で
い
ま

す
。

　

内
湖
に
集
め
ら
れ
た
水
は
、
い
っ
た

ん
貯ち

ょ
り
ゅ
う留さ
れ
、
水
の
中
に
含
ま
れ
る
栄

養
分
は
、
内
湖
の
底
に
沈ち

ん
で
ん殿
し
、
比
較

的
き
れ
い
に
な
っ
た
上う

わ
ず澄
み
の
水
だ
け

が
、
琵
琶
湖
へ
流
れ
出
す
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
溜
ま
っ
た

汚お
で
い泥

は
水
田
造
成
の
客
土
に
、
水
底
の

水
草
は
田
舟
で
運
ば
れ
、
田
植
え
後
の

追
肥
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
河
川
と
内
湖
で
行
わ
れ
た

生
業
活
動
か
ら
、「
集
落
ー
河
川
ー
水

田
ー
内
湖
ー
琵
琶
湖
」
を
つ
な
ぐ
、
こ

の
地
区
全
体
の
水
環
境
シ
ス
テ
ム
が
見

え
て
き
ま
す
。
日
々
の
営
み
は
、
す
べ

て
つ
な
が
り
が
あ
り
、
身
近
な
自
然
を

「
利
用
し
な
が
ら
手
入
れ
す
る
シ
ス
テ

ム
」
が
作
り
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
利
用
し
な
が
ら
手
入
れ
す
る
シ
ス

テ
ム
」
は
、
地
域
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

を
つ
な
げ
る
空
間
的
仕
組
み
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
カ
バ
タ
、
ヨ
シ
帯

な
ど
が
結
び
つ
い
て
全
体
で
一
つ
の

「
文
化
的
景
観
」
を
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
も
、
カ
バ
タ
の
あ
る
風
景

は
、
湧
水
が
豊
か
な
針
江
・
霜
降
の
象

徴
と
い
え
る
も
の
で
、
現
在
も
生
活
の

一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
伝
統
的
な
水
と
の
か
か
わ
り
方

を
残
す
数
少
な
い
地
域
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

人
と
水
と
の
深
い
か
か
わ
り
の
な
か

で
残
さ
れ
た
カ
バ
タ
、
そ
の
カ
バ
タ
に

新
し
い
命
を
吹
き
込
み
、
新
し
く
文
化

と
し
て
再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、

大
き
な
財
産
と
し
て
次
代
に
受
け
継
い

で
行
こ
う
と
い
う
地
域
の
共
同
意
識
の

深
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

▲重要文化的景観選定区域（新旭町）

水環境利用と文化的景観の全体構造


